
労働安全衛生法に基づく定期健康診断等の診断項目の取扱いが一部変更になります。 

 

 

 栃木労働局労働基準部健康安全課長より、令和 8年 7月 7日付け「労働安全衛生規則等の一

部を改正する省令の施行等の周知について（依頼）」に、①「健診取扱いリーフレット」②「健康診断を

実施しましょう」の 2種類のリーフレットの添付をもって、会員等へ労働安全衛生法に基づく定期健康診

断等の診断項目の取扱いが一部変更になることの周知依頼がありました。 

なお、変更のポイントは、以下のとおりで、令和 9年 4月 1日施行となっています。 

□ 喀痰検査が削除されました。 

□ 肝機能検査の酵素名が変更されました。 

□ 「血清クレアチニン検査」が追加されました。 

また、労働安全衛生規則等の一部を改正する省令（令和 8年厚生労働省令第89号）及び労

働安全衛生規則第44条第 2項の規定に基づき厚生労働大臣が定める基準等の一部を改正する

告示(令和 8年厚生労働省告示第 204 号)が令和 8年 4月 28日に公布され、令和 9年 4月 1

日から施行されることとされたところですが、その改正の趣旨、内容等については令和８年４月28日基

発 0428第９号「労働安全衛生規則等の一部を改正する省令の施行等について」のとおりですので、

以下をご確認いただき対応方宜しくお願い致します。 

 〇 労働安全衛生規則等の一部を改正する省令の施行等について（001700009.pdf）   

（厚生労働省） 
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